
 
 

令和４年２月１日  近江八幡市立八幡幼稚園 

年末から年始にかけてたくさん雪が降りましたが、 

3学期が始まってからもたっぷりの雪の贈り物に大興奮の 

子どもたち。真っ白になった園庭で五感を働かせて 

たっぷり遊びました。 

 
 

みて！ 

ふじさん！ 

（富士山） 

 

雪を水に入れると 

どうなるかな？ 

氷になる？！ 

友だちが試している 

様子を真剣に 

見ています 

雪が水の中で透明になっていくこと

に気づいて友だちに伝えています。 

 
手伝って 

あげるね。 

3歳児の友だちが頑張って

いるのを見て 

思わず手伝う 4歳児。 

達成感！ 

 

やったー！ 

ゆきだるま 

完成！ 

 

初めは一人一つずつ雪玉を転がしていましたが、雪玉が大きくなる 

と困っている友だちを見て、力を合わせて転がす姿が見られるように 

なりました。どんどん雪玉が大きくなります。 力を合わせて 

一緒だと 

楽しい 

           幼稚園では、「このときにしかできない」 

ことをタイミングを逃さず思い切り遊びます。 

遊びを通して、雪の不思議さや性質に気づいたり、つくりたい 

ものや目的に向かって考えたり、友だちと協力したりするいろい

ろな力が育っているのが見えました。 

思いやり 

目的をもって 

一緒にしたら 

転がるね。 大きい雪だるま

つくろう！ 


